
地

球

第
十
懇

ビ
連
絡
し

て
居
る
.

地
下
室
は
二
富
に
別
れ
､
何
れ
も

階
上
の
室
よ
り
も
戯
い
｡

(
4
)
は
桜
本
室
で
'
周
壁
の
櫓
子
戸
棚
に
は
地
車
用

器
械
瓶
を
初
め
p
故
キ
ル
ヒ
ホ
ー
プ
教
授
の
蒐
基
に
か

～
る
阿
弗
利
加

･
正
米
利
加
速
の
土
俗
晶
並
に
産
物
瓶

を
陳
列
し
.
室
の
中
央
に
は
大
卓
子
を
お
き
'
氷
河
地

形
､
都
市
其
他
の
模
型
を
陳
列
し
て
居
る
､
此
の
笠
に

は
育
地
棚
番
の
蒐
集
多
-
p
宝
の

一
隅
な
る
数
個
の
脊

棚
に
充
満
さ
れ
目
下
整
理
中
ビ
聞
い
た
.

(5
)
は
製
図
室
で
.
室
の
中
央
に
大
き
な
異
同
基

TL

轟
を
お
き
P
周
壁
に
は
寄
棚
'
地
図
に
踊
す
る
薄
物
を

蒐
基
.
都
路
員

一
名
し
き
-
に
梨
園
中
で
あ
っ
た
｡

数
宴
は
､
二
階
の
普
通
教
室
駁
利
用
す
る
も
の
で
､

其
五
十
三
能
は
,b
ユ
ル
ッ
ク

-
教
授
の
講
義
室
セ
ぁ
っ

光
か
ら
P
特
に
の
ぞ
い
て
観

る
.
幻
燈
の
装
置
が
あ
る

第
五
墳

墓

〇

三
四

だ
け
で
特
種
総
設
備
は
な
い
鹿
で
あ
っ
た
｡

要
す
る
に
.
此
致
賓
は
故
キ
ル

ヒ
Jホ
ー
プ

氏
の
教
授

時
代
の
小
規
模
か
ら
是
迄
燐
火
さ

れ
た
も
の
で
'
せ
い

度
数
を
有
し
て
居
る
大
塾
で
は
あ
る
が
[
今
で
は
猫
退

団
の
大
軍
だ
し
て
は
制
令
に
小
さ
い
大
挙
で
あ
る
に
も

係
は
ら
す
.
地
学
の
み
に
是
だ
け
の
設
備
を
し
て
居
る

鮎
は
､
如
何
に
地
車
に
重
き
を
置
て
居
る
か
ゞ
察
せ
ら

れ
で
愉
快
で
あ
っ
た
｡
隣
の
畢
生
集
食
用
で
食
事
を
す

ま
せ
.
本
飴
の
傍
な
る
考
育
博
物
館

A
rck
6
oT10g
isch
e

M
u
s
eum
を
縦
党
､
ド
ー
ム
D
om
e
IL
ir
th
e〔
)523)
の

傍

に
あ
る
鋸
物
撃
イ
ン
ス
チ
チ
ユ
ー
ト
並
に
ド
ー
ム
の

北
に
在
る
シ
ュ
ロ
ス
な
で
を
親
､
今
日
エ
キ
ス
カ
ー
シ

ョ
ン
に
出
か
け
た
ラ
イ
プ

チ
ヒ
大
聾
地
撃
部
の
助
手
に

出
合
か
同
道
蹄
宿
し
た
｡

番
州
島
火
山
岩
中
の
斑
晶
及
び
第
三
紀
化
石

原

口

九

郎

済
州
火
山
島
,1こ
就
で
は
聾
で
中
村
敢
控
が
本
諒
火
山

故
(大
正
十
四
年
十
月
第
四
港
第
四
漉
)上
に
於
て
苑
典



塊
あ
る
諸
穂
の
火
山
現
象
歓
簡
明
さ
れ
た
O
聾
者
は
今

春
四
月
よ
-
六
月
迄
約
二
ケ
月
間
同
島
に
滞
在
し
て
其

火
p
調
査
に
従
事
し
た
が
､
同
数
授
の
簡
潔
で
は
あ
る

が
要
を
悉
せ
る
舘
故
の
静
物
に
接
し
敦

へ
ら
れ
た
鷹
の

砂
ら
ざ
る
を
線
上
戚
謝
す
る
次
第
で
あ
る
.

酒
州
蛤
は
朝
鮮
稚
苗
の
群
甲
に
購
据
す
み

一
大
孤
島

で
あ
っ
て
其
形
状
は
東
西
に
長
き
棉
圃
形
を
な
し
海
岸

線
の
屈
曲
絡
め
て
乏
し
-
良
捲
轡
を
秋
き
P
∴
父
迫
不
便

の
鳳
め
金
-
腐
れ
ず
社
古
は
耽
尿
閉
ビ
精
し
朝
鮮
盤
族

の
洗
斑
の
地
で
あ
っ
た
｡

.
従
っ
て
其
風
俗
民
情
も
甚

だ奇
異
で
あ
る
｡
蹄
洛
後

引
轍
き
日
下
其
研
究
中
で
あ

るが
甫
積
は
鱗
大
で
且
其

土
に
激
賛
山
を
主
峰
だ
し
､
三
官
飴
の
側
火
山
を
戦
き

其
噴
出
時
期
及
び
場
所
も
末
々
典
に
し
て
屠
る
踊
係
上

此
仕
轟
を
完
成
す
る
迄
に
は
周
今
後
幾
多
の
日
子
を
要

ザ
る
V,,
ビ
{
E
心
ふ
が
さ
b
Afj
で
現
時
迄
に
稗
た
る
研
究

酔
項
砂
其
機
に
保
存
し
て
置
-
の
も
惜
し
い
故
甚
だ
断

片
的
で
あ
る
が
｣
部
分
づ
～
基
即
し
て
常
岩
石
撃
研
究

窒
免
報
三
石
ふ
形
で
差
皆
-
鞄
報
す
る
積
-
で
あ
る
｡

.二

)挟
撃
-;
よ
-
鉾
出
し
尭
玄
武
岩
中
の
斑
晶

碑
州
抱
火
山
山村
坤
の
拭
路
及
び
節
三
紀
化
石

僕
盤
丁山
は
本
島
の
略
中
央
に
蛇
致
し
施
政
千
九
宵
五

十
米
の
高
距
を
有
す
る
高
山
で
五
月
頃
迄
確
に
白
冠
を

戴
-
容
姿
慨
然
た
る
秀
峯
で
あ
る
.
頂
上
よ
り
望
め
ば

飴
脈
四
国
に
垂
れ
腕
艇
だ
も
て
魚
背
に
似
､
放
射
状
火

山
僻
凝
析
裂
線
を
生
じ
て
其
線
上
に
は
多
-
の
側
火
山

が
生
成
さ
れ
た
こ
だ
が
判
然
だ
し
て
分
る
｡
S
ch
neid
er

氏
の
火
山
分
類
法
に
従

へ
ぼ
`
A
spico
n
id
e
に
属
す
る

も
の
で
あ
る
.
既
に
中
村
致
按

に
依
っ
て
注
意
さ
れ
た

如
-
､
ア
ル
カ
;'-
岩
石
を
遷
し
兼
蘭
両
年
は
登
-
岩

質
を
異
に
す
る

鉾
岩
を
噴
出
し
､
酉
牛
は
淡
線
打
色
の

風
化
し
易
き
粗
面
岩
杜
の
千
倍
稀
尿
を
刷
る
峻
崖
で
.

兼
牛
は
之
に
反
し
鴇
色
点
々
塾
々
た
る
玄
武
岩
よ
b
成

っ
て
､
著
し
い
対
象
を
な
し
､
中
央
に
直
超
約
五
官
米
の

略
固
形
に
近
い
白
鹿
渡
ビ
栴
す
る
火
口
湖
が
あ
る
0
筆

者
が
饗
顕
し
死
際
此
兼
方
火
口
壁
に
於
で
母
岩
の
玄
武

岩
よ
-
剥
脱
分
離
し
た
輝
石
.
楯
擬
石
及
び
斜
長
石
の

斑
晶
を
採
集
し
た
｡
荷
金
島
数
ヶ
所
に
是
等
の
斑
晶
を

有
す
る
玄
武
岩
が
露
出
し
て
居
て
'
該
岩
石
の
介
解
し

た
砂
塵
の
あ
る
河
床
で
は
商
記
の
貌
物
の
良
結
晶
が
あ

る
基
等
を
試
躯
t/J
し
て
槍

べ
た
結
果
を
報
告
す
る
(詣

孟

]

三
五



鳩

璃

節
十
笹

:･
iZ'貴

3.;Y..ほ
.I).
)

(
a
)
母

岩

母
岩
は
決
寮
山
頂
よ

-
最
後
に
噴
出
し
た
錆
岩
で
黒

色
｡親
藩
の
玄
武
岩
で
あ
る
.
顕
微
鏡
下
で
は
斑
晶
は
漸

移
的
で
斜
長
石
'
梗
概
石
及
び
輝
石
が
あ
る
｡
斜
長
石

は
特
有
な
る
幅
甚
だ
狭
き
'
ア
ル
バ
イ
ト
双
晶
｡
カ
〝
ス

バ
ッ
ト
式
ぺ

リ
ク

タ
ン
式
丙
双
晶
及
び
男
尊
構
造
も
あ

っ
て
急
激
な

る
冷

却
を
し
た
も
の
ど
息
ふ
.
滑
光
角
は

ム

蓑

鍔

3)

ngで
A
-
A
富
の
慧

石
'
毒

性
正

包
臓
物

だ

し

て

梗
概
石
も輝
石
及
び
磯
城
鋸
が
あ
る
｡梗

概
石
は
白
形
を
鼻
す
る
も
外
縁
部
及
び
壁
閏
に
治

-
て

イ
デ
シ
グ
ナ
イ
ト
及
び
ゲ
ー
タ
イ
ト
に
塵
す
る
.
輝
石

は
透
輝
石
に
属
し

(
10
0)

を
双
晶
面

f̂J
L
消
光
角
は

4
4
｡
C
^
Z
光
撃
性
正
.

石
基
は
柱
状
斜
長
石
.
粗
糖
石
p

輝
石
及
び
磁
鏡
餅
よ
り
t･･b
る
｡

(
b
)
斜

長

石

斑

晶

晶
輝

に
は
三
種
あ

-
短
軸
面
の
方
向
に
柱
状
を
な
す

も
の
ど
､
底
面
の
方
向
に
柱
状
を
L･{
す
も
の
だ
又
p
}J

M
だ

y

亡
が
磯
蓮
殆
TJJ同
大
で
所
謂

E
q
u
id
i-
ensi･

第
五
敬

重

1

三
大

onal
の
も
の
だ
が
あ
る
0
其
面
は
p
･
M
･
y
を
除
け
ば

骨
小
で
あ
っ
て
其
判
定
に
困
難
で
あ
る
が
其
内
攻
の
面

は
決
定
す

る
こ
だ
が
出
凍
る
0

P
(
0
0
1
)
M

(

0
1
0
)
.y
(
2
0

1
)n(
0
2
)
)

e(0
2

)
)
p
(
l
i
l

)

o(1{
)
)
T
(

t
L0
)
i
(
)
1
0
)

t(2
0
)
)
a

(
1
1
1
)
m

(
l
l
)
)

双

晶
は
カ

ル
ス
バ
ッ
ト
式

允
も
多
-
ア
ル
バ
心
卜
式

ぺ
リ

ク

リ
ン
開
式
あ
-
又

二
つ

の

ぺ
-

ク
リ

ソ
双
晶

が

マ
ネ
バ
ツ

'1
式
双
晶
を

な
し
(
0
0)
)

両
で
接
各
L

で
居
る
も
の
も
あ
る
｡

比

重

比
霊
獣
に
で
測
定
(撮
氏
十
七
度
)

sp
,grI
2
,7
1
2

屈
折
率

ラ
イ
ス
氏
結

晶

用
金

反
射

屈
折

率
計

に
で

測
定
｡

a

I
1
.
5
5
7
1
.j
=-1
,5
6

02
T

=
),･56
50
2V
=
7
6
0



滑
光
角

シ
エ
ス
タ
-
氏
の
触
晶
の
開
壁
間
而
即
ち

短
軸
而
底
佃
に
封
す
る
消
光
角
の
測
定

(
札
単
色
光
)

-

8パ0
01
)

-
2
20(
0
1
0
)

両
壁
開

面
の
両
角

ク
エ
ル
フ
ヰ
ン
グ
氏
は
斜
長
石
系
列
にこ
於
て
両
壁
開

市
の
な

す
角
は
多
-
の
測
定
の
結
果
其
の
倍
が
盃
長

圃 第 p:M/那

石
よ
･Ct白
長

石
に
進
む
に

従
ひ
漸
次
将

大
す
る
こ
E

に
基
き
次
表

を

作

成

し

た

0精
密
に
反

射
州
朗
罪
を

用
ひ
て
側
角

す
れ
ば
其
誤

差
は
二
度
以

内
迄
正
し
-

決
定
す
み
こ
だ
が
出
凍
て
此
方
韓
も
斜
長
石
識
別
韓
に

は
有
効
}J
な
る
も
の
で
あ
る
.
該
長
石
を
測
定
す
れ
ば

P
(0
0
)
)
v
M
(
0
1
0
)
=
8
6
95
'
だ
t.b
る
｡
上
記
四
種
の
異

LJ
る
方
法

に
ょ
る
測

定

の
結
果
を
綜
倉
す
れ
ば
何
れ
も

其
成
分

A

nSSAb.S
I
A

n,lOA
b40
L･1
る
投
長
石
に
属
す
る

こ
ど
な
知

-
鏡下
に於
て

得
た
成
分
ビ
金
-

T
致
す
る

(

C

)

桶

撹

石

大
さ

普
通
二
粍
位
で
あ
る
が
結
晶
形
は
よ
-
敬
達
し

で
反
射

測
角
に
堪
ふ
る
も
の
で
あ
る
｡
新
鮮
な
も
の
は

透
明
賛
飴
色
で
あ
る
が
分
解
す
れ
ば
露
もこ
不
透
明
赤
褐

色
の
も
の
に
担
化
す
る
｡
晶
輝
に
は
二
種
あ
う
'
節

1

種
の
も
の
多
-
第
二
種
は
稀
に
遷
す
｡

棉-輿

同

沸
川
島
火
山
新
中
の
斑
晶
及
び
節
三
紀
牝
石

孤
s
k
b
面
を
真
田

d̂
L
稀
に

a
d
面
が
あ
る
｡.a

角
は

m
m
'-

(1)0
)

I.

()10)

50O

8
t

n
k.三

三
七



地

湖
､

S
+
*

m
.S=
()
1
0

)
'･()
2
0
)

)8B2'

sbI
(

12
0
)
‥
(01
0
)

4
6
gt,.2
'

k
b
I

(
0
2

1
)
‥(0)
0
)

40
｡2
0
'

虎
重
は
三

､

四
二
五
で
あ
る
｡

(

d
〕輝

石

大
さ

五
先
で
.
晶
僻
に
二
種
あ
も
'
上
下
軸
に
伸
び

た
る
も
の
,i)錐
面
の
非
常
に
よ
-
教
達
し
上
下
軸
の
方

向
に
短
か

きも
の
}J
が
あ
る
.
結
晶
は
体
系
色
介
致
状

断
口
を
有
し
極
め
て
新
鮮
で

a
b

m
ら

c
而
あ
り
､

双
晶
面
は
a
(
)0
0
)光
も
多
-
稀
に
b

(

0
10
)及
び
錐
面

S

(
叫
1
1
)が
あ
る
｡
比
璽

二
三

二
八
p

両
角
は
反
射
測

角
器

を
用
ひ
て
次
の
倍
を
得
た
｡

am
I

(
100
)
I.(
11
0j

46
0
2
4
13
0
､､

ssTI
(
ll
)
)
‥(
1
1
1
)
｣
5

9｡
1
1
'3
0
Fr

b
m
-

(
o
t
0
)
‥
(
1
)
0
)

4
3｡
3
511
5
rT

sa
=
(

)i
)
)

:
(
l
o
o
)

7
6｡
3
0r

屈
折

率

は

a
I

t
･6
95
9,
P
=
i
･7
0
1
9
,
γ
=

1
,7
2
14
.
7
-a

:
0
10
25
5

兼
朝
角

ta
2V
I
59｡ilr(
計
算
値
)脚
光
角
は
4
4=｡C
^
Z

on
(0
10
)

第
五
班

.
意

凹

三
八

(
e
)上
貌
旦
城
山
洞
の
輝
石
及
梗
概
石

城
山
洞
の
輝
石
は
前
記
の
者
に
此
L
結
晶
大
に
し
て

太
さ

7
糎
牛
晶
癖
は
上
下
軸
短
か
-
錐
面
の
磯
藩
良
好

の
も
の
で
双
晶
面
は
a
(
1
0
0
)及
び
b

(0
10)
で
あ
る
｡

比
韮
三
､
三
〇
四
｡

am
-
(

10
0)
.I(
1
1
0
)

4.
6
｡3
1
F

b
m
I

(
0
1
0
)
‥
(
i
)
0
)

4

0.
35
T

a
b
=

(
O
i
O
)
'･

(
10
0
)

9

006
r

m
m
rI
(
1
710)
:(
1
i
O

)
･∞
7
.
8
'

1n
m
TrI

(
)
1
0
)
‥(
l
i
l
)

92
05
8
1

ss､=
(
il
l
)
‥
(
1
1
1
)

5

9｡12
r

saI
(
1
)
1)
:
(
l
o
o

)

7
6
O27
r

sb
-
(叫
11)
‥
(

OiO
)

6

0
:2
6
1

屈
折
率
は
蚤
反
射
屈

折
率

計
を
使
用

し

て
精
細
な
る
注

意
の
下
で
各
面
上
の
屈
折
率
を
測
定

し
た

.(
ツ
デ
ク
ム

重
光
)

a

.
P

γ
.

T
I
a

(1
1
1
)

u
O

4

8

1

.71
0

9

u

3
0
9
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.
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仲
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あ
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ラ
ス
ゴ
肘
の
父
の
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行
つ
た
が
究
然
鵬
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に
な

っ
た
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祖
も
つ
人
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韻
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計
つ
LL
の
だ
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出
し
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.
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際
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で
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し
い
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け
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小
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れ
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か
つ
L
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の
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が
及
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癖
穀
に
池
す
る
か
ら
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と
云
ふ
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が
公
鋲
の
=Jー

山
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あ
っ
た
が
'
傭
人
は
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れ
金

-
肘
ス
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の
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談
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女
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に
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あ
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れ
る
鞄
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如
し
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の
時
'
侍
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が
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婚
し
た

の
で
侶
姓
舞
踏
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に
女
抱
の
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場
払
航
ひ
出
た
も
の
が
あ
っ
た
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が
共
晩
松
明
み
鮎
し
て
官
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に
撃
b
れ
る
こ
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な
っ
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的
孜
の
前
に
は
配
の
梯
め
指
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和
樹
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に
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常
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く
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リ
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な
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数
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間
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さ
れ
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と
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ソ
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濃
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の
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の
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